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前期中間考査が終わりました 
 

  今年度、最初の定期試験、前期中間考査が終了しました。力を十分出し切れたでしょうか。試験が終わって、

こうすれば良かったなと反省している人が多いのではないでしょうか。試験は今までの学習成果を計るものです

が、今後の学習にも生かすことができます。教科担当の先生から、採点された答案が返却されますが、 

① 解けなかった問題をもう一度解き直してみましょう。 

   ② 試験の問題を、ファイルに残しておきましょう。 

学習は繰り返すことで定着するのです。また、試験問題こそが、その教科のミニマムエッセンスなのです。この

教材を再利用しない手はありません。今までの学習内容を確認し、今日から、次の定期試験（前期期末考査）に

向けて、軌道修正した学習を始めましょう。 

※各教科から出されている提出物は、必ず提出してください。 

 

総合的な学習の時間（前期２／４）について 
 

 ６／１２（火）に前期の総合的な学習の時間の第２回が行われました。今回もそれぞれのテーマにしたがって、

普段の授業では学ぶことができない内容でとても有意義だったと思います。１日休むと４時間分の欠課になりま

すので休まずこれからも参加してください。 

 活動の様子の写真を掲載しましたのでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：文翔館見学（Ⅰ部） 中上：赤十字救急法（Ⅱ部） 右上：ニュースポーツ（Ⅰ部） 

 左下：進路学習（ⅡⅢ部） 中下：百人一首（Ⅱ部）   右下：ライフスキル（Ⅱ部） 

 

 

 

 

登校日数 

47 / 199 

<保護者の方々へ> 

教務旬報は、ホームページでもご覧いただくことができます。モバイルサイト（スマホで閲覧可能）も対応し

ています。アクセスは以下のアドレスへ 

http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/生徒・保護者の方へ/ 

もしくは、「霞城学園高校」で検索をお願いします。 


